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4.三方原用水二期地区 

4.1 業務対象地区及び検討対象施設の概要 

4.1.1 国営かんがい排水事業「三方原用水二期地区」の概要 

（１）地区概要 

本地区の営農は、畑にあっては、ばれいしょ、セルリー、花き類及びみかん等の果樹、水田に

あっては、水稲を中心に、水田の畑利用による大豆等を組み合わせた農業経営が展開されている。 

本地区の基幹的な農業水利施設は、国営三方原土地改良事業(昭和 35 年度～昭和 45 年度)によ

り造成されたが、経年的な施設の劣化により、用水路では摩耗による鉄筋露出や止水性の低下に

よる漏水が生じており、施設の維持管理に多大な費用と労力を要するとともに、営農形態の変化

に伴って用水需要の変化が生じており、農業用水の安定供給に支障を来している。また、大規模

地震の発生により用水路が損壊した場合、地域に甚大な被害を及ぼすおそれがある。 

このため、本事業により取水口及び用水路等の改修と耐震化のための整備を一体的に行い、併

せて関連事業により支線用水路等を改修することにより、農業用水の安定供給及び施設の維持管

理の費用と労力の軽減を図り、農業生産性の維持及び農業経営の安定に資するものである。 

 

（２）事業期間 

平成２７年度～令和６年度 

 

（３）工事概要等  
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4.1.2 導水幹線水路（検討対象区間）の概要 

検討対象区間となる導水幹線水路は 4 号分水工～8 号分水工までの延長 2.43ｋｍの区間であ

る。改修区間は農水・上水・工水の共用水路であり、ひび割れ補修、表面補修等の老朽化対策工

事が計画されている。本工事では、工事中の断水の制約（週 1 回/6時間）があり、仮廻し水路

の設置が計画されている。仮廻水路の検討対象区間と補修区間を図 4.1.2.1 に示す。 

 

 

図 4.1.2.1 検討対象区間の導水幹線水路および補修区間位置平面図 
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導水幹線水路の開渠・暗渠の区分、施設延長の詳細ならびに補修延長の詳細を以下に示す。 

 

図 4.1.2.2 三方原用水二期農業水利事業全体図 

 

表 4.1.2.1 導水幹線 設計区間 補修延長の整理 
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現段階では、仮廻水路の敷設方法について①開削工法+推進工法による案 ②推進工法（全区

間）による案が検討されている。図 4.1.2.3 に開削工法を採用した場合の水路の設置予定位置を

示す。 

 

 

図 4.1.2.3 開削工法を採用した場合の水路の設置予定位置 
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4.2 現地調査  

（１）調査実施日 

   令和２年 12月 1日（火） 

（２）調査箇所 

① 4号分水工付近 ②6号分水工付近 

（３）調査内容 

   4 号分水工および 6 号分水工付近の施設状況及び周辺状況の確認を行った。現場状況写

真、確認事項等について以下に示す。 

 

図 4.2.1 4 号分水工付近 写真位置図 

 

図 4.2.2 6 号分水工付近写真位置図  

① 
② 

⑤ 

④ 

③ 
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現場写真 確認事項 

 

4 号分水工付近① 

○既設の 4号分水工。工事の始点位置

となる 

○仮廻水路と本分水工をボックスカル

バート（1.5ｍ×1.5ｍ）で接続する計

画 

 

4 号分水工付近② 

〇道路右側に開削工法で仮廻し水路を

計画 

○頻繁に車両が通行する。道路幅は約 5

ｍ程度 

○開削工法を採用する場合、重機の駐

車スペース、仮置きスペースなど作業

ヤードの確保が課題 

○近接する架空線（電線）がある 

 

6 号分水工付近③ 

○歩道を開削する計画 

○導水幹線水路を補強し、その上に重

機を載せて掘削する方法が考えられる

が、構造計算が必要 

○写真の奥行方向に交差点が位置し、

当該区間は推進工を計画 

 

 

6 号分水工付近④ 

○6 号分起点付近には住宅地が位置し、

周辺環境に配慮した対策工法の検討

が必要 

 

6 号分水工付近⑤ 

○写真奥行方向に開削工法を計画 

○本路線沿いには図書館、小学校が位

置しており、周辺環境への配慮と歩行

者への安全配慮が必要 

歩道 
導水幹線 
水路 

架空線 
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4.3 検討内容の整理、課題の確認 

（１）貸与資料 

三方原用水二期地区に係る本業務の貸与資料を表 4.1 に示す。 

表 4.1 資料の収集・整理 

区分 資料名 備考 

業務発注段

階貸与資料 

・国営土地改良事業 三方原用水二期地区全体実施設計書 

・令和元年度三方原用水二期農業水利事業 緊急放流工検討業

務報告書 

 

業務受注後

貸与資料 

・令和 2 年度 三方原用水二期農業水利事業導水幹線水路実施設

計業務(導水幹線水路仮廻水路検討) 第2回打合せ資料（令和

3年1月27日） 

・令和 2 年度 三方原用水二期農業水利事業導水幹線水路実施設

計業務(導水幹線水路仮廻水路検討) 第3回打合せ資料（令和

3年2月22日） 

 

現地調査 

配布資料 

・令和 2 年度 三方原用水二期農業水利事業導水幹線水路実施設

計業務(導水幹線水路仮廻水路検討) 合同現地調査資料 

 

 

（２）対象施設における検討内容の整理、課題の確認 

  貸与資料より、事前に検討内容、課題の整理を行った上で現地調査を実施した。 

  ①施設および周辺状況 

【共通】 

・改修区間は農水、上水、工水の共用水路で、工事による断水は 6 時間/日/週である。 

・推進工については、立坑位置の周辺環境ならびに作業スペースの確保が課題。 

・開削工と推進工とが繰り返す区間があり、立坑の設置個所が増える。 

・立坑位置の検討にあたり、借用可能な土地が現時点で不明。 

【4 号分水工付近】 

   ・計画路線に沿って供用中の道路での開削工が計画されているが、車両の交通も頻繁にあ

り、作業スペース等の確保が課題。 

   【6号分水工付近】 

・付近に小学校、図書館、住宅地があり、工法選定の際は環境に対する配慮が必要。 

・全体に開削工法が採用されているが、計画路線の上・下流方向の交差点で推進工法が計

画されており、頻繁に工法が変わっている。 

  ②実施設計段階（施工計画、仮設計画の検討に係る課題と留意点の整理） 

   【共通】 

・導水幹線水路の仮廻水路の計画について「開削工法」と「推進工法」を組合せるのが妥

当だと思われる。今後、各工法の施工位置については経済性も考慮し、一定程度連続さ

せることを含めて検討することが重要である。 

・開削工法と推進工法の費用を比較する場合、単純に比較するのではなく、現地の制約を

考慮したうえで（開削工事の際、必要となる仮設なども見込んで）費用比較する必要が

ある。 

・鋼矢板の打設について、既設構造物と鋼矢板の離隔を検討する際は、鋼矢板打設補助工

法の削孔径と近接する既設構造物との必要な離隔を予め検討し、鋼矢板等の土留位置を

施工可能な位置にしておく必要がある。 
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・工法選定の際は実際に用地を借用することが可能であるか、明確にすることが重要。 

・施工時の重機等の配置を図示した横断方向の施工状況図が必要。 

・仮廻水路の縦断図が必要。縦断図には立坑位置や地質データ、補修範囲も併せて示す方

がよい。既設の水路に蓋がある範囲が分かる図も必要。 

・平面図に立坑の位置や開削する位置を示すとよい。 

【6 号分水工付近】 

・既設水路の上部を覆工板などで補強し、その上に重機を載せて仮廻し水路を掘削するこ

とも考えられる。その場合、実際に重機を載せることが可能であるか検討が必要。 

 




